


� � � � �
�������������

（
総
代
会
で
承
認
さ
れ
た
議
案
）

□
第
１
号
議
案　

平
成　

年
度
事
業

20

報
告
書
、
貸
借
対

照
表
、
損
益
計
算

書
並
び
に
剰
余
金

処
分
案
の
承
認
を

求
め
る
件

□
第
２
号
議
案　

平
成　

年
度
事
業

21

計
画
及
び
収
支
見

込
書
の
承
認
を
求

め
る
件

□
第
３
号
議
案　

平
成　

年
度
に
お

21

け
る
借
入
金
の
最

高
限
度
額
決
定
の

件

□
第
４
号
議
案　

平
成　

年
度
内
に

21

お
け
る
理
事
及
び

監
事
の
報
酬
決
定

の
件

□
第
５
号
議
案　

定
款
の
一
部
変
更

に
関
す
る
件

□
第
６
号
議
案　

平
成　

年
度
賦
課

21

金
の
徴
収
に
関
す

る
件

□
第
７
号
議
案　

役
員
退
任
慰
労
金

支
給
に
関
す
る
件

□
第
８
号
議
案　

任
期
満
了
に
伴
う

役
員
選
任
に
関
す

る
件

　

理
事　

名　

監
事
５
名

15

（
４
頁
参
照
）

��������	
���	���
�

�������

　

総
代
会
で
は
冒
頭
に
岸　

宏
J

F
し
ま
ね
会
長
が
挨
拶
し
、
引
続
き

来
賓
の
溝
口
善
兵
衛
島
根
県
知
事
、

田
原
正
居
島
根
県
議
会
議
長
、
岡
本

昭
二
島
根
県
議
会
水
産
振
興
議
員

連
盟
会
長
か
ら
祝
辞
を
戴
い
た
。

　

続
い
て
議
事
に
移
り
、
議
長
に
浦

郷
地
区
・
長
府
吉
信
総
代
が
選
任
さ

れ
、
下
記
の
各
議
案
を
審
議
の
結

果
、
全
８
議
案
と
も
原
案
通
り
承
認

さ
れ
総
代
会
は
終
了
し
た
。

　

��������	
	� ��������	
�

　

去
る
6
月　

日
（
土
）
午
前　

時

27

10

よ
り
ホ
テ
ル
一
畑
（
松
江
市
千
鳥

町
）
で
、
出
席
総
代
1
2
8
名
（
内

本
人
出
席
1
0
4
名
、
書
面
に
よ
る

も
の　

名
）
に
よ
り
第
4
回
通
常
総

20

代
会
が
開
催
さ
れ
た
。
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本
日
、
第
4
回
通
常
総
代
会
を
開
催

致
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
各
地
区
か
ら
総

代
皆
様
の
ご
出
席
を
頂
く
と
共
に
、
公

私
何
か
と
ご
多
繁
の
央
、
溝
口
島
根
県

知
事
様
、
田
原
島
根
県
議
会
議
長
様
は

じ
め
、
多
数
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
を
賜

り
、
盛
大
に
開
会
で
き
ま
す
事
を
先
ず

も
っ
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成　

年
度
の
漁
業
を
と
り

20

ま
く
環
境
は
、
世
界
的
規
模
の
金
融
・

経
済
危
機
と
原
油
価
格
の
異
常
高
騰
と

い
う
か
つ
て
経
験
し
た
事
の
な
い
厳
し

い
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
深
刻
な
事
態
の
中
で
、

漁
業
経
営
の
安
定
維
持
を
図
る
た
め
に

は
、
窮
状
打
開
に
向
け
て
の
抜
本
的
施

策
が
早
急
に
必
要
で
あ
る
と
の
思
い
の

中
で
、
私
ど
も
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
が
全
国
に

呼
び
か
け
先
導
し
て
運
動
を
立
上
げ
、

昨
年
7
月
に
は
、
漁
協
運
動
史
上
初
め

て
の
全
国
一
斉
休
漁
の
実
施
、
更
に

は
、
島
根
県
及
び
全
国
漁
民
大
会
の
開

催
等
諸
般
の
要
請
活
動
を
今
日
ま
で
継

続
し
て
強
力
に
展
開
し
て
来
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
省
燃
油
操
業
実
証
事
業

の
創
設
、
日
韓
財
団
基
金
１
２
４
億
円

の
積
増
、
更
に
は
中
小
企
業
並
み
の
無

担
保
融
資
保
証
制
度
の
創
設
等
を
実
現

す
る
こ
と
が
出
来
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
事
は
、
本
県
選
出
の
国
会
議
員

で
あ
る
青
木
、
細
田
、
竹
下
の
各
先
生
、

溝
口
知
事
様
、
県
議
会
の
先
生
方
の
格

別
な
る
お
力
添
え
の
賜
で
あ
り
ま
し

て
、
改
め
て
衷
心
よ
り
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

又
、
県
ご
当
局
に
お
か
れ
て
は
、
昨

年
度
の
県
単
漁
業
用
燃
油
使
用
効
率
化

推
進
事
業
の
創
設
・
継
続
、
今
年
度
緊

急
経
済
対
策
補
正
に
お
け
る
県
単
固
定

資
産
除
去
支
援
事
業
の
創
設
、
更
に
は

無
担
保
融
資
保
証
制
度
に
対
応
す
る
県

単
制
度
資
金
拡
充
等
漁
業
支
援
の
為
、

精
力
的
な
取
組
み
を
頂
い
て
い
る
事
は

本
当
に
あ
り
が
た
く
皆
様
に
紹
介
し
深

く
感
謝
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　

私
共
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
も
合
併
以
来
３
ヵ

年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
れ
迄
「
組
合

員
所
得
の
増
大
」を
目
標
に
①
組
合
員
・

役
職
員
の
理
念
の
共
有
化
②
組
合
員

間
・
職
員
間
の
平
等
化
③
経
営
基
盤
の

確
立
を
三
つ
の
柱
に
鋭
意
事
業
を
推
進

し
て
参
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
と
し
て
、
①
組
合
員
職
員

の
共
有
意
識
の
芽
生
え
②
懸
案
で
あ
っ

た
燃
油
価
格
の
県
下
統
一
と
魚
箱
の
仕

入
一
元
化
に
よ
る
大
幅
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

③
合
併
効
果
と
し
て
の
出
雲
・
隠
岐
地

区
二
重
販
売
手
数
料
解
消
に
よ
る
組
合

員
負
担
軽
減
④
イ
オ
ン
と
の
直
接
取
引

事
業
導
入
に
よ
る
漁
業
者
手
取
の
増
大

等
い
さ
さ
か
な
り
と
も
組
合
員
の
負
託

に
応
え
る
事
が
で
き
た
か
と
考
え
ま
す
。

　

後
ほ
ど
詳
細
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す

が
、
平
成　

年
度
決
算
に
て
所
定
の
引

20

当
金
計
上
後
、
当
期
剰
余
金
が
1
億
円

余
と
な
り
、
最
大
の
懸
案
で
あ
り
ま
し

た
合
併
時
持
込
欠
損
金
を
計
画
通
り
全

額
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
偏
え
に
組
合
員
各
位
の
ご
協

力
・
ご
理
解
、
関
係
各
位
の
ご
指
導
の

賜
で
あ
り
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
乍
ら
、
一
面
、
組
織
改
革
に

伴
う
痛
み
、
地
域
特
性
と
組
織
感
の
希

簿
化
等
、
数
多
く
の
課
題
が
浮
か
び
あ

が
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
り
ま
す
。

　

従
っ
て
平
成　

年
度
か
ら
の
3
ヵ
年

21

は
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
反
省
を
真
摯

に
ふ
ま
え
、
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
の
将
来
展
望

を
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
の
飛
躍
期

間
と
す
べ
き
「
ゆ
る
ぎ
な
い
信
念
を

も
っ
て
、
た
ゆ
ま
ざ
る
自
助
努
力
を
し

て
い
く
こ
と
」
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　

今
年
度
は
こ
の
よ
う
な
認
識
に
立
っ

て
、
地
域
特
性
を
生
か
し
た
「
組
織
の

融
合
一
体
化
」、
漁
業
再
興
の
基
本
で

あ
る
「
魚
食
普
及
・
魚
価
向
上
と
流
通

経
費
縮
減
」、
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
の
礎
と
し

て
の
「
経
営
財
務
基
盤
の
確
立
強
化
」

を
新
た
な
三
本
柱
と
し
て
、
目
標
で
あ

る
「
組
合
員
所
得
向
上
」
の
為
、
諸
般

の
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
と
致
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
組
合
員
各
位
の
一
層
の

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。

　

本
日
の
総
代
会
に
は
、
平
成　

年
度

20

決
算
、
平
成　

年
度
事
業
計
画
等
諸
案

21

件
を
上
程
し
て
お
り
ま
す
の
で
充
分
ご

審
議
の
上
ご
承
認
頂
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
開
会
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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貸 借 対 照 表
■平成21年３月31日現在 ����������������������������� （単位：円）

損 益 計 算 書
■平成20年４月１日から平成21年３月31日まで ����� （単位：円）

金　　　　額科　　　　目
2,567,944,125１　事業総利益

444,227,562　　信用事業総利益

83,330,399　　共済事業総利益

676,296,826　　購買事業総利益

1,316,185,487　　販売事業総利益

△ 9,151,508　　製氷冷凍事業総利益

5,617,284　　加工事業総利益

19,241,335　　利用事業総利益

△ 12,807,571　　漁業自営事業総利益

26,826　　漁場利用事業総利益

44,977,485　　指導事業収支差額

0　　無線事業収支差額

2,585,342,473２　事業管理費

1,754,398,604（１）人件費

30,161,705（２）旅費交通費

94,214,594（３）業務費

86,796,346（４）諸税負担金

355,571,983（５）施設費

238,802,819（６）減価償却費

25,396,422（７）雑費

△ 17,398,348　　　　【事業利益】

583,818,876３　事業外収益

443,000,760４　事業外費用

123,419,768　　　　【経常利益】

39,092５　特別利益

13,795,677６　特別損失

109,663,183　　　　【税引前当期利益】

9,024,000法人税・住民税及び事業税

100,639,183　　　　【当期剰余金】

△ 69,301,066　　　　【前期繰越剰余金】

31,338,117　　　　【当期未処分剰余金】

資　　　　産

金　　額科　　　　目

（　資産の部　）

42,161,854,803１　信用事業資産

4,088,696２　共済事業資産

3,057,270,046３　流動資産

2,127,105,656（１）経済事業未収金

82,790,239（２）経済事業雑資産

806,297,132（３）棚卸資産

476,055,032（４）その他の流動資産

△434,978,013（５）貸倒引当金

9,619,502,065４　固定資産

5,613,831,299（１）有形固定資産

13,393,503,260減価償却資産

△9,932,828,576減価償却累計額

2,123,219,735土地

29,936,880建設仮勘定

16,688,744（２）無形固定資産

3,270,039,357（３）外部出資

2,726,935,970系統出資

543,103,387系統外出資

5,789,110（４）長期特定資産

1,351,170,417（５）その他の固定資産

△638,016,862（６）貸倒引当金

48,919,489５　繰延資産

54,891,635,099資産の部合計

 

※
平
成　

年
度　

決
算
状
況

20

　

平
成　

年
度
決
算
の
概
況
は
次

20

の
と
お
り
で
す
。

　

本
組
合
事
業
に
ご
協
力
賜
り
ま

し
た
組
合
員
各
位
、
関
係
者
の
皆

様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

負債及び純資産

金　　額科　　　　目

（　負債の部　）

44,670,078,663１　信用事業負債

68,869,944２　共済事業負債

3,058,851,672３　流動負債

1,375,250,181（１）経済事業未払金

14,595,109（２）経済事業雑負債

2,947,469（３）賦課金仮受金

10,248,300（４）未払法人税等

1,655,810,613（５）その他の流動負債

1,144,551,756４　固定負債

354,852,881（１）長期借入金

754,402,099（２）受入保証金

35,296,776（３）出資預り金

2,375,039,562５　諸引当金

85,344,000（１）賞与引当金

2,270,895,562（２）退職給付引当金

13,800,000（３）役員退任慰労引当金

5,000,000（４）遭難救助引当金

0６　繰延税金負債

21,257,712７　再評価に係る繰延税金負債

51,338,649,309負債の部合計

（　純資産の部　）

3,352,680,000１　出資金

13,536,562２　資本準備金

0３　再評価積立金

138,100,255４　利益剰余金

76,943,449（１）利益準備金

61,156,806（２）その他利益剰余金

29,818,689　　　特別積立金

31,338,117　　　当期未処分剰余金

（100,639,183）　　　（うち当期剰余金）

3,504,316,817組合員資本合計

48,668,973１　土地再評価差額金

48,668,973　　評価・換算差額等合計

3,552,985,790純資産の部合計

54,891,635,099負債及び純資産の部合計

 
�
�
��

�
��

代
表
理
事
会
長　

岸　
　
　

宏

副
会
長
理
事　

團
野　
　

清

副
会
長
理
事　

金
坂　
　

敬

副
会
長
理
事　

牧
野　

正
義
（
昇
任
）

専

務

理

事　

永
田　

正
二

常

務

理

事　

築
谷　

允
行

理　
　
　
　

事　

谷
口　

一
春

理　
　
　
　

事　

山
本
千
代
則

理　
　
　
　

事　

曽
田　

利
行

理　
　
　
　

事　

吉
原　

幸
則

理　
　
　
　

事　

中
島　

謙
二

理　
　
　
　

事　

小
中　

竹
雄

理　
　
　
　

事　

葛
西　

清
秀
（
新
任
）

理　
　
　
　

事　

金
築　

義
信
（
新
任
）

理　
　
　
　

事　

山
内　

雪
久
（
新
任
）

�
�
�
�
�

代

表

監

事　

加
藤　

二
士
（
昇
任
）

監　
　
　
　

事　

村
上　
　

俊
（
新
任
）

監　
　
　
　

事　

堀　
　
　

守
（
新
任
）

監　
　
　
　

事　

神
門　
　

勉

常

勤

監

事　

岸
本　

良
男
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平
成　

年
度
の
組
合
運
営
及
び
こ
れ

21

か
ら
の
3
ヵ
年
は
、
こ
れ
ま
で
の
3
年

間
の
成
果
と
反
省
を
真
摯
に
ふ
ま
え
、

Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
の
将
来
展
望
を
確
か
な
も

の
に
す
る
た
め
の
飛
躍
期
間
と
す
べ

く
、「
組
織
の
融
合
一
体
化
」「
魚
食
普

及
・
魚
価
向
上
と
流
通
経
費
縮
減
」「
経

営
財
務
基
盤
の
確
立
強
化
」
を
新
た
な

3
本
柱
と
し
て
、
目
標
で
あ
る
「
組
合

員
所
得
の
向
上
」
の
実
現
の
た
め
組
合

員
・
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
組
む
も

の
と
す
る
。

  
重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重
点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点
推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推
進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項
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�
�
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�
�
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①
Ｊ
Ｆ
市
場
へ
の
組
合
員
全
出
荷
体
制

の
確
立
に
努
め
る
。

②
支
所
販
売
部
門
間
の
連
携
を
強
化
し

て
い
く
。

③
組
合
員
へ
の
市
況
等
の
情
報
提
供
に

努
め
、
魚
価
向
上
を
め
ざ
す
。

④
魚
食
普
及
・
魚
価
向
上
・
流
通
経
費

縮
減
対
策
へ
積
極
的
に
取
組
む
。
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�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
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�
�
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�
�
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�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

①
石
油
購
買
事
業
に
つ
い
て
は
、
県
下

統
一
価
格
と
な
り
、
ま
た
、
価
格
改

定
に
つ
い
て
は
、
月
2
回
（
1
日
、

　

日
）
の
改
定
実
施
に
伴
い
対
応
を

16迅
速
に
行
い
、
組
合
員
へ
の
周
知
徹

底
を
図
る
。

②
魚
函
に
お
い
て
は
、
仕
入
一
元
化
に

よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
と
新
統
一

箱
の
供
給
開
始
に
伴
う
組
合
員
の
全

利
用
体
制
を
確
立
す
る
。

③
在
庫
管
理
の
徹
底
と
取
扱
品
目
の
見

直
し
。
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�
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�
�

�
�
�
�
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�
�
�
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�
�
�
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�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

①
平
成　

年
9
月
末
ま
で
に
信
用
事
業

21

店
舗
再
編
を
完
全
実
施
す
る
。

②
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
を
受
給
窓
口
に
指
定
さ

れ
た
年
金
受
給
者
の
方
に
対
す
る
会

員
組
織
「
ほ
っ
と
倶
楽
部
会
員
」
の

充
実
強
化
を
図
り
、
年
金
受
給
者
口

座
の
獲
得
を
重
点
目
標
と
し
て
取
り

組
む
。

③
漁
業
信
用
保
証
業
務
と
の
連
携
に
よ

り
、
漁
業
経
営
改
善
の
た
め
の
必
要

な
支
援
を
行
う
。
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�
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�
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�
�
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�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

①
Ｊ
Ｆ
共
済
の
�
チ
ョ
コ
ー
�
は
、
貯

蓄
や
万
一
の
保
障
を
届
け
、
入
院
や

手
術
保
障
の
充
実
に
よ
り
浜
の
み
ん

な
が
元
気
に
暮
ら
す
こ
と
を
目
標
と

し
た
共
済
で
あ
り
、
万
一
の
場
合
を

終
身
に
わ
た
り
保
障
す
る
�
終
身
共

済
�
を
主
体
に
加
入
者
を
増
大
し
、

チ
ョ
コ
ー
保
有
高
の
増
加
を
め
ざ

す
。

　
　

ま
た
、
浜
で
の
チ
ョ
コ
ー
へ
の
評

価
は
高
ま
っ
て
い
る
が
、
保
有
契
約

は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
契
約
の
満
期

継
続
に
積
極
的
に
対
応
し
て
い
く
。

②
Ｊ
Ｆ
共
済
の
�
く
ら
し
�
は
、
火
災

や
自
然
災
害
な
ど
に
よ
る
建
物
や
収

容
さ
れ
て
い
る
家
財
等
の
損
害
を
補

償
す
る
ほ
か
、
満
期
時
に
は
満
期
共

済
掛
金
を
支
払
い
す
る
共
済
で
あ

り
、
万
一
の
自
然
災
害
の
損
害
に
対

し
て
も
安
心
で
き
る
補
償
提
供
を
目

的
に
、
加
入
者
の
増
大
を
め
ざ
す
。
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�
�
�
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�
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①
冷
凍
冷
蔵
事
業
に
つ
い
て
は
、
販
売

部
門
と
の
連
携
を
強
化
し
、
魚
価
安

定
に
努
め
稼
働
率
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
コ
ス
ト
削
減
に
努
力
す
る
。

 

②
製
氷
事
業
に
つ
い
て
は
、
境
港
製
氷

工
場
の
稼
働
率
の
向
上
に
努
め
る
と

と
も
に
、
境
港
・
浜
田
製
氷
工
場
を

核
と
す
る
氷
供
給
体
制
を
構
築
す

る
。

③
既
存
の
加
工
施
設
の
再
点
検
・
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
り
新
規
活
用
を
図

る
と
と
も
に
、
不
採
算
事
業
を
整
理

し
、
新
規
事
業
の
開
拓
に
取
組
む
。

④
「
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
漁
業
無
線
局
」
を
有

効
に
活
用
し
、
組
合
員
へ
の
気
象
情

報
及
び
海
上
防
災
情
報
、
漁
海
況
速

報
の
提
供
に
よ
る
海
難
事
故
の
未
然

防
止
と
操
業
効
率
の
向
上
に
努
め

る
。

⑤
指
導
事
業
に
つ
い
て
は
、
2
0
0
海

里
水
域
対
策
、
日
韓
・
日
中
漁
業
協

定
関
連
漁
業
振
興
対
策
、
基
金
構
想

事
業
の
推
進
、
ま
た
漁
業
再
構
築
対

策
・
担
い
手
後
継
者
育
成
対
策
・
繁

殖
保
護
・
漁
場
管
理
・
資
源
管
理
型

漁
業
の
推
進
・
営
漁
指
導
・
生
産
、

販
売
流
通
対
策
等
の
漁
業
振
興
対
策

を
行
う
こ
と
と
す
る
。



� � � � �
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金　額科　　　　目

2,678,981１　事業総利益

390,348　　【信用事業総利益】

80,685　　【共済事業総利益】

599,619　　【購買事業総利益】

1,291,742　　【販売事業総利益】

131,502　　【買取販売事業総利益】

-8,393　　【冷凍冷蔵事業総利益】

96,136　　【製氷事業総利益】

19,027　　【加工事業総利益】

22,026　　【利用事業総利益】

-8,250　　【その他事業総利益】

1,632　　【無線事業総利益】

62,907　　【指導事業総利益】

17,037,623事業収益計

14,358,642事業直接費計

2,506,010２　事業管理費

1,737,083　　（１）人件費

26,847　　（２）旅費交通費

91,264　　（３）業務費

59,643　　（４）租税公課

20,034　　（５）負担金

331,194　　（６）施設費

216,867　　（７）減価償却費

23,078　　（８）雑費

172,971（事業利益）

144,692３　事業外収益

17,318４　事業外費用

300,345（経常利益）

0５　特別利益

85,947６　特別損失

214,398（税引前当期剰余金）

9,024　　法人税・住民税

205,374（当期剰余金）

平成21年度収支計画
■平成21年４月１日から平成22年３月31日 ���������� （単位：千円）

 
　

総
代
会
で
承
認
さ
れ
た
賦
課
金
の
徴

収
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

正
組
合
員　

年
間
３
、
０
０
０
円

　

准
組
合
員　

年
間
２
、
０
０
０
円

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

平
成　

年
８
月　

日
ま
で
に
本
組
合

21

31

口
座
に
口
座
振
替
又
は
振
り
込
み
等
に

よ
っ
て
納
入
す
る
。

　

Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
漁
業
無
線
局
賦
課
金
徴

収
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�

平成21年度主要事業取扱計画
■平成21年４月１日から平成22年３月31日 ������������ （単位：千円）

備　考金　　　額部　門

4,528,003石 油 類

購 買 事 業

経

済

事

業

1,242,769資 材 類

5,770,772合　計

25,541,801受託販売取扱高

販 売 事 業 3,924,043買 取 販 売

29,465,844合　計

1,280,192冷凍品販売高

冷凍冷蔵事業 146,428保 管 料

1,426,620合　計

635,473氷 供 給 高製 氷 事 業

162,818加工品販売高

加 工 事 業 1,960受 入 加 工 料

164,778合　計

240,251受 入 利 用 料利 用 事 業

203,050販 売 高漁協自営事業

37,906,788経済事業総取扱高

26,896,000預 け 金

信　用　事　業
3,528,000有 価 証 券

9,116,000貸 出 金

44,527,000貯 金

48,200,000普通厚生共済

長期共済保有高
共

済

事

業

14,400,000生活総合共済

62,600,000合　計

54,500ね ん き ん

10,500,000乗組員厚生共済

短期共済保有高 21,600,000火 災 共 済

32,100,000合　計

��
�

�

�
�
�
�
�
�
�

沖
合
底
曳
網（
２
そ
う
曳
１
ヶ
統
）

沖
合
底
曳
網
（
１
そ
う
曳
）

旋
網（
1
0
0
ｔ
以
上
船
１
隻
あ
た
り
）

旋
網（
1
0
0
ｔ
未
満
船
１
隻
あ
た
り
）

�
�
�
�
�
�
�
�

　

メ
ガ　

Ｄ
Ｓ
Ｂ　
　

１
Ｗ

27
　

メ
ガ　

Ｓ
Ｓ
Ｂ　
　
　

Ｗ

27

25

　

メ
ガ　

Ｄ
Ｓ
Ｂ　
　

５
Ｗ

40
　

メ
ガ
Ｄ
Ｓ
Ｂ
５
Ｗ
（
准
加
入
）

40※
無
線
機
併
設
船
に
つ
い
て
は
、
高
額
な
方
の
賦
課
額
と
す
る
。

��
�

�

２
１
６
、
０
０
０
円

１
０
８
、
０
０
０
円

１
０
０
、
０
０
０
円

搭
載
す
る
無
線
機
種
別
賦
課
額
と
す
る
。

１
６
、
８
０
０
円

３
０
、
０
０
０
円

３
０
、
０
０
０
円

３
６
、
０
０
０
円

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 

　

平
成　

年　

月　

日
ま
で
に
口
座

21

10

31

振
替
を
原
則
に
納
入
す
る
。
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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美
保
関　
　
　
　
　
  

　
　

吉　

田　

俊　

一

　
　

木　

村　

二　

郎

　
　

上　

野　

賢　

治

　
　

野　

村　
　
　

博

　
　

井　

上　

昌　

美

　
　

山　

本　

一　

夫

　
　

今　

村　

喜　

彦

　
　

舩　

越　

洋　

一

　
　

小　

笹　

武　

夫

　
　

永　

田　

豊　

治

　
　

河　

本　
　
　

浩

 
島
根
町　
　
　
　
　
  

　
　

梶　

野　
　
　

滋

　
　

小　

川　

勝　

利

　
　

小　

川　

雅　

道

　
　

津　

森　

好　

孝

　
　

小　

川　
　
　

渉

　
　

村　

上　

眞　

吉

　
　

青　

山　

利　

次

　
　

相　

見　

秀　

雄

　
　

奥　

村　

正
千
代

　
　

品　

川　

定　

弘

　
　

朝　

倉　

輝　

夫

　
　

寺　

本　
　
　

勉

　
　

北　

野　
　
　

操

　
　

石　

川　

邦　

雄

 
恵　

曇　
　
　
　
　
  

　
　

山　

本　

純　

市

　
　

青　

山　

善
一
郎

　
　

川　

上　

清　

忠

　
　

有
限
会
社
栄
徳
水
産
代
表
取
締
役

　
　

藤　

井　

裕　

一

　
　

高　

橋　

幸　

丸

　
　

金　

坂　

一　

吉

　
　

山　

本　

善
五
郎

　
　

山　

本　
　
　

繁

　
　

金　

崎　

利　

善

　
　

小　

笹　

伸　

明

　
　

田　

中　
　
　

学

　
　

清　

水　

若　

美

 
平　

田　
　
　
　
　
  

　
　

岡　
　
　

治　

夫

　
　

金　

築　

茂　

美

　
　

高　

橋　
　
　

健

　
　

釜　

屋　

文　

義

　
　

佐　

藤　

英　

則

　
　

岡　
　
　
　
　

良

　
　

佐　

藤　

幸　

一

　
　

郷　

原　

豊　

実

　
　

南　

木　

光　

男

　
　

長　

廻　
　
　

昇

　
　

樋　

野　

博　

実

 
大　

社　
　
　
　
　
  

　
　

江　

角　

卓
一
郎

　
　

中　

島　

貞　

之

　
　

錦　

織　

英　

司

　
　

福　

間　

文　

雄

　
　

斎　

藤　

友　

義

　
　

九　

矢　

一　

男

　
　

中　

尾　

雄　

一

　
　

三　

原　

利　

夫

　
　

伊　

藤　
　
　

裕

　
　

柳　

楽　

和　

利

 
大　

田　
　
　
　
　
  

　
　

吉　

田　

敬　

治

　
　

中　

村　

和　

生

　
　

月　

森　

善　

之

　
　

月　

森　
　
　

博

　
　

木　

村　

武　

好

　
　

中　

島　

重　

夫

　
　

中　

島　

幸　

一

　
　

森　

山　

秀　

敏

　
　

田　

中　
　
　

智

　
　

大　

野　

賢　

三

　
　

郷　

原　

貞　

利

　
　

辻　
　
　

俊　

幸

　
　

林　
　
　
　
　

肇

　
　

和　

田　
　
　

等

 
仁　

摩　
　
　
　
　
  

　
　

山　

根　
　
　

稔

　
　

縄　
　
　

恒　

孝

　
　

越　

堂　
　
　

功

　
　

横　

田　

弘　

次

　
　

平　

田　

清　

治

　
　

西　

田　

英　

明

　
　

板　

木　

勝　

也

 
浜　

田　
　
　
　
　
  

　
　

石　

田　

寿　

徳

　
　

渡　

邉　

恭　

郎

　
　

河　

瀬　

貴　

博

　
　

太　

田　
　
　

正

　
　

安　

達　
　
　

悟

　
　

長　

澤　

重　

雄

　
　

尾　

花　

房　

雄

　
　

中　

山　

定　

重

　
　

浜　

村　

尚　

登

　
　

江　

川　

賢　

一

　
　

門　

城　

治　

三

　
　

下　

田　

重　

夫

　
　

大　

原　

義　

正

　
　

邉　
　
　

繁　

行

　
　

原　

田　

春　

義

　
　

西　

藤　

壽　

一

　
　

福　

島　

清　

喜

　
　

柿　

谷　
　
　

紀

 
益　

田　
　
　
　
　
  

　
　

升　

岡　
　
　

修

　
　

宮　

野　
　
　

貢

　
　

中　

村　

清　

義

　
　

中　

島　

泰　

治

　
　

大　

賀　

初　

己

　
　

松　

原　

高　

一

　
　

川　

�
�
哲　

男

　
　

田　

中　

宣　

之

　
　

梅　

田　

信　

男

 
西　

郷　
　
　
　
　
  

　
　

湊　
　
　

好　

男

　
　

吉　

田　

政　

司

　
　

加　

納　

冨
士
夫

　
　

林　
　
　

光　

晴

　
　

山　

川　
　
　

修

　
　

福　

本　

秀　

人

　
　

岩　

本　

和　

美

　
　

清　

水　
　
　

均

　
　

竹　

谷　

洋　

司

　
　

米　

津　

敏　

男

　
　

野　

津　

千
寿
夫

　
　

野　

津　

亮　

一

　
　

大　

田　

豊　

明

　
　

池　

田　

英　

雄

　
　

大　

田　

英　

世

　
　

石　

田　

正　

治

　
　

稲　

葉　

昭　

美

　
　

森　
　
　

広　

幸

　
　

岸　

根　

伴　

都

　
　

八　

幡　

昭　

三

　
　

安　

部　
　
　

強

　
　

前　

田　

芳　

樹

　
　

濱　

田　

利　

長

　
　

砂　

本　

憲　

一

　
　

福　

田　
　
　

晃

　
　

池　

田　

久
之
助

 
浦　

郷　
　
　
　
　
  

　
　

徳　

田　

博　

史

　
　

萬　
　
　
　
　

康

　
　

笠　

置　
　
　

攻

　
　

長　

府　

吉　

信

　
　

平　

木　
　
　

操

　
　

小　

中　

竹　

雄

　
　

三　

田　

健　

一

　
　

山　

下　

義　

人

　
　

岸　

菜　
　
　

昇

　
　

井　

上　

孝　

夫

　
　

門　
　
　

哲　

二

　
　

藤　

田　

美　

夫

　
　

酒　

井　

義　

博

新
総
代
決
定

新
総
代
決
定 

　

平
成　

年
5
月　

日
に
告
示
さ
れ
た
漁
業
協
同
組
合
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
の
総
代
選
挙
に

21

27

よ
り
次
の
皆
様
が
新
総
代
（
1
4
5
名
）
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
躍
進
へ
の
お
力
添
え
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

任
期

自
／
平
成　

年
7
月
1
日

21

至
／
平
成　

年
6
月　

日

24

30



� � � � �
�������������



� � � � �
��������������



�� �� �� �� ��
���������������������������

　
「
し
ま
ね
の
魚
」
を
子
ど
も
た
ち
に

も
っ
と
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
Ｊ
Ｆ

し
ま
ね
と
島
根
県
魚
食
普
及
推
進
協

議
会
は
、
島
根
県
内
で
水
揚
さ
れ
る

魚
介
類　

種
類
の
イ
ラ
ス
ト
を
載
せ

90

た
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
県
内
小
学

５
年
生
全
員
（
２
５
２
校
／
６
５
６

０
名
）
に
贈
呈
し
た
。

　

小
学
５
年
生
は
社
会
科
の
事
業
で

水
産
業
を
学
習
す
る
項
目
が
あ
り
、

そ
れ
に
役
立
て
地
元
産
の
魚
の
理
解

を
深
め
、
食
べ
て
も
ら
う
こ
と
が
狙

い
。

　

６
月　

日
（
金
）
に
、
県
教
育
庁

19

で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
で
、
Ｊ
Ｆ
し
ま

ね
岸
会
長
は
「
ポ
ス
タ
ー
を
教
室
や

家
に
張
っ
て
も
ら
い
、
友
達
や
家
族

と
楽
し
み
な
が
ら
活
用
し
て
ほ
し

い
」
と
目
録
を
手
渡
し
た
の
に
対

し
、
木
村
教
育
監
は
「
食
育
や
ふ
る

さ
と
教
育
で
活
用
し
、
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
に
役
立
て
た
い
」

と
話
し
た
。

　

ポ
ス
タ
ー
に
は
、
県
魚
で
あ
る
ト

ビ
ウ
オ
や
、
日
本
海
で
獲
れ
る
ア

ジ
、
サ
バ
、
ヤ
リ
イ
カ
、
ア
マ
ダ
イ
、

ア
ン
コ
ウ
、
サ
ザ
エ
、
ア
ワ
ビ
、
ズ

ワ
イ
ガ
ニ
な
ど
、
ま
た
宍
道
湖
七
珍

と
呼
ば
れ
る
ウ
ナ
ギ
や
ス
ズ
キ
、
シ

ラ
ウ
オ
や
シ
ジ
ミ
も
並
び
、
そ
れ
ぞ

れ
の
旬
の
時
期
や
漁
獲
方
法
、
調
理

方
法
も

記
載
さ

れ
て
い

る
。

��������	
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去
る
６
月
９
日
（
火
）・　

日
（
水
）、

10

Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
漁
業
無
線
局
（
浜
田
市
港
町
）

は
、
漁
船
か
ら
海
に
転
落
し
た
と
き
な
ど

に
無
線
で
自
動
通
報
す
る
小
型
漁
船
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
の
実
演
を
、
浜
田
市
の
浜

田
港
と
出
雲
市
の
大
社
港
、
隠
岐
の
島
町

の
西
郷
港
で
開
催
し
た
。

　

組
合
員
ら
は
、
メ
ー
カ
ー
社
員
が
発
信

器
を
海
水
に
漬
け
た
り
受
信
器
と
回
転
灯

を
接
続
さ
せ
て
作
動
さ
せ
た
り
す
る
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
見
学
し
た
。

　

こ
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
は
、
漁
船
に

Ｇ
Ｐ
Ｓ
（
衛
星
利
用
測
位
シ
ス
テ
ム
）
機

能
の
付
い
た
弁
当
箱
サ
イ
ズ
の
受
信
器
を

付
け
、
乗
組
員
は
ペ
ン
ダ
ン
ト
型
発
信
器

を
首
に
か
け
、
万
一
、
海
中
転
落
を
し
た

場
合
に
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
漁
業
無
線
局
に
位
置

や
船
名
、
漂
流
航
跡
な
ど
が
画
面
に
表
示

さ
れ
、
無
線
局
か
ら
の
救
急
要
請
に
結
び

つ
け
る
。

　

県
内
に
は
漁
船
約
4
、
0
0
0
隻
が
登

録
さ
れ
、
そ
の
内
漁
業
無
線
の
設
置
は
約

1
、
3
0
0
隻
で
あ
り
、
高
齢
の
１
人
乗

り
操
業
が
多
い
た

め
、
島
根
県
は
シ

ス
テ
ム
の
導
入
に

助
成
事
業
を
設
け

る
な
ど
、
多
く
の

漁
船
へ
の
導
入
を

目
指
し
て
い
る
。
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Ｊ
Ｆ
マ
リ
ン
バ
ン
ク
し
ま
ね
で
は
、
し
ま
ね
の
魚
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
『
と
び
丸
く
ん
』
誕
生

を
記
念
し
て
、
平
成　

年
６
月
１
日
〜
平
成　

年
９
月　

日
ま
で
の
間
、
定
期
積
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

21

21

30

の
取
扱
を
し
て
お
り
ま
す
。

�
●
上
乗
せ
金
利
で
●
毎
月
コ
ツ
コ
ツ
貯
め
て
●
お
得
に
積
立
�
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
組
合

員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
皆
様
に
大
変
お
得
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
信
用
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

し
ま
ね
の
魚
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
誕
生
記
念
定
期
積
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

�
�
�
�
�
�
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�
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将
来
お
車
を
ご
購
入
予
定
の
方
、
お
子
さ
ま
の
学
費
が
必
要
と
な
る
方
等
こ
の
お
得
な
機
会
に

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
信
用
窓
口
ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。　

心
よ
り
お
待

ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

【
商
品
内
容
】

ご
利
用
い
た
だ
け
る
方
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�

ご
契
約
金
額
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�

��

お
掛
込
期
間
�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
��

�
�

��

��

お
預
か
り
金
利
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
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募
集
契
約
額
�
�
�
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編集後記

◆皆様からのご意見やご感想、ひとこと随想、ま
た漁村に関する話題などお待ちしています。
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◆本誌のバックナンバー（pdf形式）をホームページ
で公開しています。
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温
か
い
真
心
に
感
謝

※
平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
平
成　

年
７
月　

日

２１

２１

２２

ま
で
に
ご
寄
付
頂
い
た
方
々
の
ご
芳
名
を
掲
載

し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
香
典
返
し
】

草　

本　

兼　

一

草　

本　
　
　

正

徳　

山　

洋　

司　

【
募　
　

金
】

新　

家　

浅　

夫

Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
恵
曇
支
所
女
性
部

鳥
井
漁
協
婦
人
部
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安
全
・
安
心
・
新
鮮
な
「
し
ま
ね
の
魚
」
を
、
多
く
の
人
々
に
親
し

み
を
も
っ
て
食
べ
て
も
ら
う
た
め
飛
び
回
っ
て
い
る
、
ち
ょ
ん
ま
げ
頭

に
ね
じ
り
鉢
巻
、
ハ
ッ
ピ
を
羽
織
っ
た
元
気
な
魚
屋
さ
ん
を
モ
チ
ー

フ
。
活
き
の
良
い
し
ま
ね
の
県
魚
「
ト
ビ
ウ
オ
」
が
飛
び
跳
ね
て
い
る

よ
う
に
運
ん
で
い
る
様
子
か
ら
「
と
び
丸
く
ん
」
と
名
付
け
ら
れ
た

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
名
と
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
役
職
員
、

島
根
県
魚
商
人
組
合
連
合
会
の
組
合
員
、
島
根
県
水
産
行
政
職
員
に
公

募
し
、
応
募
総
数
３
５
２
点
の
中
か
ら
決
定
さ
れ
た
も
の
。

「
し
ま
ね
の
魚
」
を
皆
さ
ん
の
食
卓
へ
届
け
る
た
め
、「
と
び
丸
く
ん
」

は
走
り
続
け
ま
す
。

毎
月
第
一
土
曜
日
は
「
魚
の
日
」

　

島
根
県
魚
食
普
及
推
進
協
議
会
は
、

し
ま
ね
の
魚
消
費
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
一
環
と
し
て
、
毎
月
第
一
土
曜
日

を
「
魚
の
日
」
と
し
、
県
内
の
鮮
魚
店

や
ス
ー
パ
ー
な
ど
と
連
携
し
て
、
月
毎

に
決
め
ら
れ
た
旬
の
魚
介
類
を
重
点

的
に
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
魚
食
普
及
を
推

進
し
ま
す
。

��

イメージキャラクターの「とび丸くん」

キャッチフレーズ

「
し
ま
ね
の
魚
」
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
決
定
！

「「
しし
まま
ねね
のの
魚魚
」」
イイ
メメ
ーー
ジジ
キキ
ャャ
ララ
クク
タタ
ーー
・・

キキ
ャャ
ッッ
チチ
フフ
レレ
ーー
ズズ
決決
定定
！！
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